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小児の感染症に対するDKBの 使用経験

林 千 尋 ・堀 田 正 之

鳥取大学小児科学教室

1.　は じ め に

DKBは,Kanamycin Bを 化学 的に処 理す ることに よ

り得 られ るFig.1の よ うな化学構 造を もつ ア ミノ配糖

体抗生物質 であ る。従 がつて本剤 はア ミノ配糖 体抗生物

質 としての多 くの特長を有 してい るが,な か で も緑 膿

菌,多 剤耐性大腸菌,多 剤耐性 ブ ドウ球菌,そ の他の グ

ラム陰性菌 に強力 な抗菌力を示す こ とが最大 の特 長 とさ

れてい る。

われわれは,今 回明治製菓株式会社か らDKBの 試供

を得 て,小 児におけ る各種 の感染症 に対 して使用す る機

会を得たのでその概略を報告す る。

II.　対 象

投 与対 象は,昭 和47年6月 か ら7月 にかけ て,鳥 取

大学医学部付属病 院小児科へ入院 した9症 例で ある。

対 象を疾 患別 にみ ると,気 管支肺炎7例,筋 炎1例,

腎孟 腎炎1例 であ る。

年令 は最年 小児は1才2月,最 年長児は12才 で,男

児7例,女 児2例 であ る。

III.　投 与 方 法

DKBは 白色 の無晶形 粉末 で,1バ イアル 中に50mg

含有 されてい る。 このため使用 に際 し注射用蒸留水 で溶

解 し,筋 肉内注射 を行 なつた。投与 回効 は原則 として1

日2回 とし,初 回投与量 を決 める際 には体重1kg当 た

り1mgと し,臨 床症状 の経過 に従が つて増量 す ること

とした。 また効果 の判定を 明らか にす るため本剤 の単 独

投与を行なつたが,Table1で 示 す使用 抗生 物質はDKB

投与前 または投与後経 時的に使用 した もので ある。

IV.　 効 果 の 判 定

薬剤の効果 判定については種 々の方法があ り,ま た起

因菌について も咽頭 分泌物か ら検出 された菌に は常在菌

が多い ので,わ れわ れは次の よ うな基準 に従がつ て本剤

の効果を判定 した。

本剤投与後3日 以 内に主 要症 状が消失 また は著 し く改

善 された ものを著効 とし,本 剤 投与後5日 以 内に主要症

状 が消失す るか著 明な改善 を認 めた ものを有効 とした。

いつぼ う,本 剤 の投与 に より症 状の まつた く改善をみ な

かつた もの,逆 に症状 の増悪 をみた ものを無効 とした。

その他,効 果の判定 には末梢血液像,赤 沈値,尿 所見,

胸部 レン トゲ ン像 も資料 とした。

V.　 臨 床 成 績

臨床成績を一覧 とした ものが,Table1で ある。1日

投与量 は体重1kg当 り最高2mg,最 低1mgで,平

均1.4mgと なつてい る。無効例が3例 あつたが,そ の

投与量 は体重1kg当 り1mgで あ り,有 効 例の平均は

1.6mgで あつた。 有効例では無効例 より1日 投与 量が

多い ことになる。

投与 回数 は2症 例で1目1回 筋 肉内注 射を行 なつた他

は1日2回 に12時 間毎に投与 してい る。

投与 日数 は最短3日 間,最 長7日 間で,平 均5.1日 間

であ る。

疾 患別に本剤の臨床効果 を総括 す ると,Table2に 示

す よ うに,著 効2例,有 効4例,無 効3例 で,著 効例 と

有効例を合わせた有効率 は66.7%と な る。

本剤の副作用 を,Table3に 示 した。副作用は2例 に

み られ,症 例1は 高度 の下痢 をきた し,本 剤の投与を中

止 せ ざるを得なかつ た。 この下痢 が本剤 だけを原因 とす

る ものか ど うかは不明で あるが,本 剤 の投与を中止す る

ことに よ り消化 器症状は改善 され た。症例4は 本剤投与

後,血 清GOT,血 清GPT値 の軽度上昇 をみたが,投

与終 了10日 目の検査では血清GOT,GPTの いずれ も

正常範 囲に下 降 していた。 この血清GOT,GPT値 の上

昇 は一過 性 と思わ れ る。

注射部位 の疹痛 は,症 例に よ り訴 えの差が大 きか つた

が,発 赤,腫 張,硬 結な どの局所反応 を認 めた ものは1

例 もなかつ た。

尿所見で病初一過 性に蛋 白をみた ものが あるが,こ れ

は本剤に よる副作用 とみ る よ りは高熱に伴 う蛋 白尿 と考

えたほ うが よさそ うで あ り,腎 機能検査を行なつ たもの

で も異 常を示 した ものは1例 もなかつた。

ア ミノ酸糖体抗生物質 にしばしばみ られ る聴神経に対

Fig. 1. Structural formula of DKB
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す る影響について本剤投与例で も注意 をはらつたが,難

聴,耳 鳴な どを訴え るものは なかつ た。ただ し,年 少 児

が多かつたため聴力試験は行 なつ ていないQ

VI.　 1症 例 の 経 過

症例9　 2才2月,男 児(Table4)

高熱,膿 尿 で発症 した腎孟腎炎 の症例 であ る。 臨床経

過 をTable4に 示 した。 病初尿培養 にて大腸菌 を証 明

した のでCEXの 投 与を行ない尿所 見 は改 善 さ れ て い

た。約2週 間後に再 び高熱,膿 尿 を来 して再 発 した。尿

培養 では大腸菌 を再 度検出,感 受性 のあ るABPCを 内

服 させ,尿 所 見は改善 され るか に思われ たが,再 び膿尿

を来 し,今 度 は緑膿菌 を証明 した。 このため本剤を体重

1kg当 り2mg筋 注にて投与 した ところ症状 お よび尿所

見 は急速 に改善 され,6日 間投与 によ り排菌 消失,尿 所

見正常 とな り治 癒 した。 この症例 のIVPは 両 側腎孟の

拡大を示 し,膀 胱 充満 像では尿管 の逆流 現象が高度にみ

られた。 この症例 は,本 剤の緑膿菌 に対す る効果が充分

期 待で きるこ とを示 してい る。

Table 2. Clinical resultd classified by disease.

Table 3. Side effects with DKB

Table 4. Clinical course of Y. H., a boy (2 yrs. 2 mos.) with pyelonephritis
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VII.　 結 語

われわ れは主 として小児の呼吸器感染 症 に 対 しDKB

を投与 し,そ の臨床成績 をみた。その結果,DKBを 体重

1kg当 り1mgな い し2mg,平 均1.6mg筋 肉内に,

3な い し7日 間,平 均5.1日 間投与 す ることに よ り有効

な治療成 績を得た。 また緑膿菌 に対 して著効を示 した1

症 例を経験 した。

副作用 は下痢 を来 した もの1例,一 過性の血清GOT,

GPT上 昇例1例 をみたが,投 与 中止 に よ りす みやかに

改善された。

これら少数の症例から本剤の有効性を判定することは

困難であるが,本 剤は小児の感染症に対し有効であり,

とくに緑膿菌感染症に対する効果が充分期待できると考

える。
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A new antibiotic, 3', 4'-dideoxykanamycin B (abbr. DKB) was administered principally to respiratory

tract infections of children, and the good result was obtained. 

The objects were 9 cases of children (from 1 year and 2 months to 12 years), and the drug was 

administered intramuscularly at a dose of 1•` 2 mg/kg for 3•`7 days. 

The side effect was experienced with DKB in one cace in whom a diarrhea occurred, and in another 

one in whom serum GOT and GPT rose slightly.


